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中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
全
体
会
議　
２

県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議　
３

関
金
属
工
業　

・　

周
年
記
念
祝
賀
会
、新
酒
鑑
評
会
ほ
か　

４

（協）
50

県
組
織
改
正　

５　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ベ
ル
リ
ン
）　

６

二
月
の
景
況
調
査　

７　

支
所
だ
よ
り　

８　

事
務
局
だ
よ
り　

９

　

建
設
工
事
に
係
る
再
資
源
化

等
に
関
す
る
法
律
（
通
称
「
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
法
」）
が
五
月
三

十
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

建
設
廃
棄
物
は
、
産
業
廃
棄

物
全
体
の
排
出
量
の
約
二
割
、
最
終
処
分
量
の
約
四
割
を
占

め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
建
築
解
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年

以
降
に
急
増
し
た
建
築
物
が
更
新
期
を
迎
え
て
お
り
、
今
後

発
生
量
が
急
増
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、最
終
処
分
場
に
つ
い
て

は
、残
存
容
量
が
逼
迫
し
て
お
り
、

全
国
で
三
・
一
年
、
首
都
圏
に
お

い
て
は
〇
・
七
年
分
と
な
っ
て
お

り
、
誠
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
特
定
の
建
設
資
材
に
つ

い
て
、
そ
の
分
別
解
体
と
再
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
、
解
体
工
事
業
者
に
つ
い
て
登
録
制
度
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
再
資
源
の
十
分
な
利
用
と
廃
棄
物
の
減
量

を
通
じ
て
、
資
源
の
有
効
な
利
用
の
確
保
と
廃
棄
物
の
適
正

な
処
理
を
図
り
、
生
活
環
境
の
保
全
と
国
民
経
済
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

対
象
と
な
る
建
設
工
事
（
①
建
築
物
に
係
る
解
体
工
事
は

床
面
積
の
合
計
八
〇
㎡
以
上
②
新
築
・
増
築
工
事
は
床
面
積

の
合
計
五
〇
〇
㎡
以
上
③
建
築
物
に
係
る
新
築
・
増
築
・
解

体
以
外
の
工
事
は
請
負
代
金
の
額
が
一
億
円
以
上
④
建
築

物
以
外
の
工
作
物
に
係
る
解
体
工
事
、
新
築
工
事
は
請
負
代

金
の
額
が
五
〇
〇
万
円
以
上
）
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
木
材
を
現
場
で
分
別
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
分
別
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
建
設
発
生
木
材
に
つ
い
て

は
、
再
資
源
化
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、工
事
の
発
注
者
や
元
請

業
者
等
に
は
、適
正
な
分
別
解
体

と
再
資
源
化
の
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、発
注
者
に
よ
る
工
事
の

事
業
届
出
や
元
請
業
者
か
ら
発

注
者
へ
の
事
後
報
告
、現
場
に
お

け
る
標
識
の
掲
示
な
ど
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

　

現
在
、
日
本
の
廃
棄
物
の
発
生
量
は
年
間
四
億
六
千
万
ト

ン
で
、
そ
の
う
ち
産
業
廃
棄
物
の
排
出
量
は
、
四
億
一
千
五

百
万
ト
ン
と
、
そ
の
九
割
を
占
め
て
お
り
、
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
も
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
の
施
行
を
契
機
と
し
て
、
関
係
者
が
現
状
を
十

分
認
識
し
、
資
源
の
有
効
利
用
と
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
図

り
、
生
活
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
分
別
」と「
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
義
務
付
け

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

5
月　

日
30

施　
　

行

�
…『
�

』（
平
成　

年 
4
月
〜　

月
）
開
催
中
。
中
山
道
沿
線
地
域
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施
。

14

11



2002 年（平成 14 年）4月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 510 号（２）

　

商
工
組
合
中
央
金
庫
岐
阜
支
店
の

中
谷
肇
次
長
は
、
最
近
の
金
融
相
談

状
況
に
つ
い
て
「
年
末
か
ら
年
度
末

に
か
け
て
、
資
金
調
達
に
関
す
る
融

資
の
相
談
が
多
く
、
特
に
目
先
の
、

短
期
の
運
転
資
金
の
要
望
が
強
い
」

と
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
業
界
の
主
な
声
は
次
の
と

お
り
。

　

県
味
噌
醤
油
工
業
�
＝
食
生

活
の
変
化
、過
当
競
争
で
売
上
が

年
々
減
少
。廃
業
で
組
合
員
数
も

減
少
し
て
い
る
。

　

県
ニ
ッ
ト
（
工
組
）
＝
中
国
製

品
の
大
量
輸
入
の
し
わ
寄
せ
で

市
場
に
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
い

る
。秩
序
あ
る
輸
入
を
願
い
た
い
。

　

岐
阜
婦
人
子
供
服
（
工
組
）＝

明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
百
貨
店

で
は
、去
年
の
秋
頃
か
ら
比
較
的

高
い
も
の
が
売
れ
出
し
て
い
る
。

　

県
集
成
材
工
業
�
＝
住
宅
仕

様
の
変
化
で
和
室
が
減
り
、造
作

材
出
荷
量
が
年
々
減
少
。
住
宅

過
剰
の
中
で
リ
ホ
ー
ム
市
場
の
開
拓
等

の
需
要
喚
起
が
課
題
。

　

県
家
具
（
工
組
）＝
産
業
廃
棄
物
処

理
法
の
内
容
が
厳
し
い
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
問
題
で
安
易
に
焼
却
も
で
き
な
い
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
査
費
用
が
約
七
十

万
円
必
要
で
、
売
上
が
見
込
め
な
い
の

に
費
用
の
捻
出
は
困
難
。行
政
に
受
け

皿
等
を
要
請
し
て
も
明
確
な
態
度
が

示
さ
れ
な
い
。
中
小
メ
ー
カ
ー
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
、結
局
、行
政

側
も
税
収
不
足
に
陥
っ
て
苦
労

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

丸
重
製
紙
�
＝
特
殊
紙
は
年

明
け
か
ら
悪
化
し
、
製
紙
関
係

の
機
械
修
理
業
者
も
仕
事
が
な

い
状
況
。

　

県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
工
組
）
＝

中
国
か
ら
安
価
な
日
用
雑
貨
製

品
が
大
量
輸
入
さ
れ
、
苦
慮
し

て
い
る
。
品
質
の
良
さ
と
デ
ザ
イ

ン
で
需
要
に
対
応
し
て
い
く
。

　

全
国
タ
イ
ル（
工
組
）岐
阜
県

支
部
＝
公
共
建
築
等
の
圧
縮
、他
建
材

と
の
競
合
、
輸
入
品
の
伸
長
、
タ
イ
ル

使
用
量
の
減
少
等
に
よ
り
、
内
外
装
、

床
で
は
厳
し
さ
が
続
く
予
想
。

　

県
メ
ッ
キ
（
工
組
）
＝
昨
年
末
か
ら

受
注
減
。
自
動
車
関
連
の
仕
事
は
毎

期
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
要
請
さ
れ
、
収
益

が
か
な
り
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

　

川
崎
岐
阜
�
＝
都
市
銀
行
の
選
別

融
資
が
酷
で
あ
る
。日
銀
が
資
金
枠
を

増
や
し
て
公
的
資
金
を
金
融
機
関
に

出
し
て
お
き
な
が
ら
中
小
企
業
へ
の
融

資
が
非
常
に
厳
し
い
。
関
係
機
関
に
対

し
て
、中
央
会
も
大
き
な
声
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

�
高
山
卸
商
業
セ
ン
タ
ー
＝
県
の

特
別
融
資
制
度
は
、高
山
市
内
の
小
さ

な
金
融
機
関
で
は
枠
が
な
く
、申
し
込

ん
で
も
借
り
ら
れ
ず
、
運
転
資

金
調
達
に
苦
心
し
て
い
る
。

　

大
垣
市
商
店
街
（
振
連
）
＝
こ

れ
か
ら
は
特
殊
性
の
あ
る
店
舗

し
か
生
き
残
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。行
政
、
商
工
会
議
所
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

高
山
旅
館
�
＝
観
光
客
は
日

帰
り
客
が
増
え
、宿
泊
客
が
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誘
客
、
修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
を
重
要
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

県
飲
食
（
生
衛
）＝
雇
用
関
係

の
助
成
制
度
を
活
用
し
た
い
が
、
末
端

の
零
細
経
営
者
に
も
利
用
で
き
る
制

度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

岐
阜
土
木
�
＝
公
共
事
業
が
年
度

末
に
集
中
す
る
の
は
、
中
小
企
業
の
受

注
確
保
が
困
難
に
な
る
等
の
弊
害
が

あ
る
。年
間
の
受
注
工
事
時
期
の
平
準

化
を
お
願
い
し
た
い
。

　

中
央
会
は
、『
中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
』
を
、
三
月
十
三
日
に
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
と
し
た
毎
月
の
「
景
況
調
査
」
を
委
嘱
し
て
い
る
情
報

連
絡
員
が
一
堂
に
会
し
、
各
業
界
の
現
状
報
告
や
意
見
交
換
等
を
行
う
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
で
、
各
組
合
か
ら
、
見
通
し
の
立
た
な
い
厳
し
い
報
告
と
と
も
に
、
行
政
に
対
す
る

意
見
や
業
界
支
援
策
へ
の
要
望
等
が
相
次
い
だ
。

　    組合存続に危機感も
情報連絡員３８人が現況報告、意見交換

中 小 企 業 団 体 情 報 連 絡 員 全 体 会 議

倒産、廃業で
組合員減少

　

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所
の

牧
野
重
広
財
務
課
長
が
、
最
近
の
東

海
管
内
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
、「
需

要
の
弱
さ
を
背
景
に
生
産
活
動
が
引

き
続
き
低
下
し
、
倒
産
の
増
加
、
雇

用
環
境
も
さ
ら
に
悪
化
す
る
な
ど
、

全
般
的
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
」

と
報
告
。
ま
た
、
政
府
の
デ
フ
レ
経

済
対
策
な
ど
の
説
明
も
行
わ
れ
た
。

厳
し
さ
増
す
景
況

業
界
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
も
報
告

中
小
企
業
は

資
金
調
達
難
に

輸入増、資金調達、環境問題など

課題解決への支援策を

�
…『
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
共
同
授
業
』
受
講
生
募
集
。
①
「
生
命
科
学
と
情
報
の
最
前
線
」
5
月　

日　

〜 
7
月　

日　

ま
で

16

（木）

18

（木）

　
　
（
毎
週
木
曜
日
）、
全　

講
義
。　

②
「
知
識
社
会
論 
2
0
0
2
」
5
月　

日　

〜 
7
月　

日　

ま
で
（
毎
週
金
曜
日
）、
全　

講
義
。

15

17

（金）

12

（金）
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け
入
れ
、
再
資
源
化
、
安
全
化
・
無
害

化
す
る
た
め
の
廃
棄
物
処
理
施
設
構

想
に
対
す
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
理
解
を
求
め
た
。　

球
環
境
村
ぎ
ふ
も
出
席
し
た
。

　

辻
会
長
は
「
日
本
の
産
業
廃
棄
物

対
策
は
、
皆
様
の
日
々
の
努
力
に
よ

り
、
世
界
的
に
模
範
に
な
る
よ
う
な

道
筋
を
進
ん
で
い
る
と
思
う
。
こ
の

会
議
が
今
後
、
皆
様
方
の
日
常
の
努

力
の
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

廃
棄
物
の
種
類
や
量
な
ど
を
示
し
な

が
ら
、
そ
の
処
理
の
現
状
等
を
説
明
。

「
岐
阜
圏
域
に
お
い
て
、県
内
で
発
生

す
る
各
種
廃
棄
物
を
可
能
な
限
り
受

　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
（
岡
本
太
右
衛
門
座

長：

�
岐
阜
県
工
業
会
会
長
）〔
中
央
会
と
同
会
議
共
催
〕を
三
月
十
九
日
に

グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
開
催
し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
つ
い
て
、
行
政
の
取
り
組
み
及
び
推
進

体
制
、各
業
界
企
業
・
団
体
等
の
状
況
報
告
、課
題
提
示
を
受
け
、岐
阜
県
に

お
け
る
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
方
策
等
を
探
っ
た
。

リサイクル製品の認知・販売ルートが課題
各業界から廃棄物対策報告
県中小企業産業廃棄物対策連絡会議

　

会
議
に
は
、
県
内
七
大
地
場
産
業

（
繊
維
、
陶
磁
器
、
紙
、
機
械
金
属
、

木
工
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
食
品
）
に

建
設
、
家
畜
を
加
え
た
九
つ
の
主
要

業
界
団
体
か
ら
研
究
員
十
五
人
、
委

員
と
し
て
岐
阜
県
中
央
会
の
辻
正
会

長
（
同
会
議
副
座
長
）、
岐
阜
県
陶
磁

器
産
業
連
盟
の
籠
橋
久
衛
会
長
、
岐

阜
県
食
品
産
業
協
議
会
の
安
江
政
弘

会
長
の
ほ
か
、
県
担
当
課
及
び
�
地

　

県
健
康
福
祉
環
境
部
環
境
政
策
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室
の
大
西
美
恵
子

室
長
が
、
岐
阜
県
の
「
循
環
型
社
会
の

推
進
体
制
」
に
つ
い
て
説
明
。

　

大
西
室
長
は
、個
別
の
リ
サ
イ

ク
ル
法
の
概
要
等
に
つ
い
て
触

れ
な
が
ら
「
岐
阜
県
で
は
、
県
環

境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、昨
年
五

月
に
環
境
基
本
計
画
を
策
定
。各

施
策
の
推
進
は
、県
民
・
事
業
者
・

行
政
に
よ
る
協
働
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
し
、
県
リ
サ
イ

ク
ル
認
定
製
品
の
積
極
的
な
使

用
も
含
め
て
、県
の
今
後
の
方
針
、

取
り
組
み
等
を
報
告
し
た
。

　

ま
た
、�
地
球
環
境
村
ぎ
ふ
の

二
重
谷
伸
行
専
務
理
事
が「
岐
阜

圏
域
に
お
け
る
地
球
環
境
村
基

本
的
施
設
整
備
構
想
（
案
）」
に

つ
い
て
、県
内
で
発
生
す
る
産
業

県
民
、事
業
者
、

行
政
の
協
働
で

産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議

況
。「
五
月
三
十
日
か
ら
は
『
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
法
』
が
完
全
施
行
さ
れ
る
。

施
工
者
だ
け
で
な
く
、
発
注
者
に
も

責
任
が
か
か
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ

し
い
」、「
廃
材
に
つ
い
て
、
再
利
用

の
技
術
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
県
内
に
大
容
量
の
埋
め
立
て
最

終
処
分
場
が
な
い
た
め
県
外
へ
持
ち

出
し
て
お
り
、
将
来
的
に
危
機
感
が

あ
る
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

家
畜
業
界
で
は
、「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
の

影
響
で
、死
亡
し
た
牛
の
処
分
に
苦
慮

し
て
お
り
、当
方
が
処
分
費
を
負
担
し

て
処
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。牛
肉
の

安
全
性
は
保
証
で
き
る
し
、牛
乳
に
ま

で
風
評
被
害
が
出
る
の
で
は
な
い
か

心
配
。行
政
に
は
適
切
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
報
告
、
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
業
界
か
ら
は
、
包
装

資
材
は
食
品
衛
生
上
必
要
な
も
の
で

あ
る
と
し
、「
何
も
か
も
昔
に
帰
れ
ば

い
い
と
い
う
環
境
原
理
主
義
に
陥
る

こ
と
な
く
、
必
要
な
も
の
は
必
要
な

も
の
と
し
て
、
そ
の
中
で
知
恵
を

絞
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
の
で

は
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

　

取
り
組
み
状
況
の
報
告
、
意
見
交

換
で
は
、
各
業
界
は
厳
し
い
経
営
環

境
の
中
で
、
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
や

再
資
源
化
、
研
究
等
に
努
力
し
て
お

り
、
産
業
廃
棄
物
も
減
少
し
つ
つ
あ

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
海
外
製
品
の
輸
入

増
加
に
よ
り
、
繊
維
業
界
で
は
「
製

品
等
に
異
素
材
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
処
理
が
困
難
」
と
い
っ
た
新
た
な

問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
陶
磁
器
業
界
で
は
「
タ
イ

ル
廃
材
等
を
使
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
が
あ
る
が
、
そ
の
使
用
量
が
少

な
い
」、
木
工
業
界
で
も
「
木
く
ず
を

薪
や
炭
に
し
て
販
売
し
て
い
る
が
、

売
れ
行
き
は
芳
し
く
な
い
状
況
」
と

の
報
告
が
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

の
認
知
度
向
上
、
販
売
ル
ー
ト
の
確

立
も
課
題
と
言
え
る
。

　

建
設
業
界
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
の
土
木
系
廃
棄

物
は
ほ
と
ん
ど
再
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
建
築
系
廃
棄
物
は
、
建
築
物
の

ミ
ン
チ
解
体
に
よ
り
発
生
す
る
混
廃

の
再
資
源
化
が
ほ
と
ん
ど
難
し
い
状

拡
が
る
再
資
源
化
と
新
た
な
課
題

�
…『
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
共
同
授
業
』受
講
生
募
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
・

　
　

℡
〇
五
八（
二
六
八
）一
〇
三
〇
、
ま
た
は
、
県
庁
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
構
想
推
進
室
・
℡
〇
五
八（
二
七
二
）一
一
一
一
ま
で
。



2002 年（平成 14 年）4月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 510 号（４）

　

関
金
属
工
業
協
同
組
合
（
兼
松
誠

吾
理
事
長
）
は
『
組
合
創
立　

周
年

５０

記
念
祝
賀
会
』
を
、
三
月
二
十
三
日

に
関
市
の
関
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、

組
合
員
や
来
賓
八
十
一
名
が
出
席
し

た
。

　

兼
松
理
事
長
は
、
苦
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
組
合
の
歩
み
を
回
顧
し
な

が
ら
「
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
合
、

組
合
員
の
た
め
の
組
合
、
業
界
の
た

め
の
組
合
と
し
て
、
さ
ら
な
る　

年
５０

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
の
活
躍

を
誓
っ
た
。

　

来
賓
に
は
、
辻
正
中
央
会
会
長
、

後
藤
昭
夫
関
市
長
、
県
中
濃
地
域
農

林
商
工
事
務
所
の
交
告
勝
幸
所
長
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
岐
阜
支
店
の
吉

田
明
史
支
店
長
ほ
か
が
出
席
。

　

辻
正
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
諸
先

輩
方
が
築
か
れ
た　

年
と
い
う
素
晴

５０

ら
し
い
歴
史
の
あ
る
組
合
と
し
て
、

今
後
も
岐
阜
県
下
の
組
合
の
リ
ー

ダ
ー
役
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
組
合

の
功
績
を
称
え
、
今
後
の
一
層
の
発

展
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

同
組
合
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月

に
家
庭
用
刃
物
の
生
産
を
行
う
組
合

員
が
集
ま
り
設
立
。
十
三
年
度
に
は

「
岐
阜
県
地
域
産
業
集
積
活
性
化
計

画
支
援
事
業
」
で
新
素
材
開
発
に
取

り
組
み
、
中
国
等
に
�
真
似
の
で
き
な

い
製
品
開
発
�
と
し
て
、
新
素
材
の
彫

刻
刀
五
点
と
爪
切
り
三
点
を
開
発
。

製
品
は
祝
賀
会
場
に
展
示
さ
れ
、
出

席
者
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

造
�
）、
▽
勤
続
二
十
年
＝
白
井
松
夫

（
㈲
老
田
酒
造
店
）、
坪
根
邦
一
（
㈲

蒲
酒
造
場
）

さ
ら
な
る　

年
へ
の
飛
躍
誓
う

50

関
金
属
工
業　

・　

周
年
記
念
祝
賀
会

（協）
５０

関
金
属
工
業　

・
兼
松
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

（協）

新
酒
鑑
評
会
で
の
利
き
酒

　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
（
老
田

正
夫
会
長
）
は
、『
第
９
回
新
酒
鑑
評

会
』
を
三
月
二
十
八
日
に
岐
阜
市
の

長
良
川
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

利
き
酒
で
は
、
酒
造
業
者
や
杜
氏

（
と
う
じ
）
な
ど
約
百
人
が
出
席
し
、

県
内
の
新
酒
八
十
八
銘
柄
の
香
り
や

う
ま
み
を
味
わ
い
、
今
年
の
出
来
栄

え
を
確
か
め
た
。

　

ま
た
、
表
彰
授
与
式
で
老
田
会
長

は「
厳
し
い
時
代
で
も
、杜
氏
の
方
々

が
商
品
の
内
容
を
重
視
し
な
が
ら
、

華
や
か
な
、
い
い
酒
を
造
っ
て
く
れ

た
」
と
敬
意
を
表
し
、「
今
後
も
、
長

年
培
っ
て
き
た
酒
造
り
の
伝
統
を
守

り
、
地
酒
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

表
彰
授
与
式
で
は
、
新
酒
の
入
賞

者
表
彰
と
と
も
に
、
永
年
勤
続
者
表

彰
も
行
わ
れ
た
。

　
【
主
な
入
賞
者
】〔
県
知
事
賞
〕
▽

吟
醸
酒
の
部
＝
「
美
濃
錦
」（
渡
邊
酒

造
場
）、
▽
純
米
醸
造
酒
の
部
＝
「
女

城
主
」（
岩
村
譲
造
㈱
）、
▽
本
譲
造

酒
＝
「
天
領
」（
天
領
酒
造
㈱
）〔
県

議
会
議
長
賞
〕▽
吟
醸
酒
の
部
＝「
富

九
若
松
」（
池
田
屋
酒
造
㈱
）、
▽
純

米
醸
造
酒
の
部
＝
「
吉
宝
」（
�
山
田

商
店
）、
▽
本
譲
造
酒
の
部
「
美
濃
紅

梅
」（
武
内
�
）

　
【
永
年
勤
続
者
】
▽
勤
続
四
十
五
年

＝
野
田
政
敏
（
川
尻
酒
造
場
）、
▽
勤

続
二
十
五
年
＝
佐
藤
洋
一
（
足
立
酒

今
年
の
新
酒
は�
華
や
か
�で
上
々

県
酒
造
組
合
連
合
会
・
新
酒
鑑
評
会

　

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
高
田
陶
磁
器
工
業
協
同
組

合：

加
藤
修
一
理
事
長
）
は
、『
美
濃

民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り
』
を
四
月
七

日
に
多
治
見
市
高
田
の
共
栄
公
園
広

場
で
開
催
し
た
。
高
田
徳
利
で
知
ら

れ
る
高
田
焼
産
地
の
活
性
化
と
地
域

振
興
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
回
で

八
回
目
を
迎
え
た
。

　

広
場
で
は
、
高
田
焼
が
値
打
ち
に

購
入
で
き
る
「
窯
元
蔵
出
し
市
」
や

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り

青
年
部
作
品
の
蔵
出
し
市
が
催
さ
れ

た
ほ
か
、「
ロ
ク
ロ
・
手
び
ね
り
体
験
」

で
は
親
子
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、

大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
組
合
は
『
や
す
ら
ぎ
工

房
』
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、「
猫
型
湯
た

ん
ぽ
」
や
「
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
」、「
蚊

や
り
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品

を
開
発
。
新
た
な
�
高
田
焼
ブ
ラ
ン

ド
�
の
確
立
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

高
田
焼
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指
す

高
田
陶
磁
器
工
業　
（協）

�
…
平
成　

年 
6
月 
1
日
現
在
で
、
す
べ
て
の
卸
売
業
・
小
売
業
の
事
業
所
を
対
象
に
『
第　

回
商
業
統
計
調
査
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

14

22

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。【
経
済
産
業
省
】
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―
秘
書
課
（

4F）
�

―
総
合
政
策
課
（

3F）
�

　
（

管 理 室）
�

―
情
報
政
策
課
（

4F）
�

　
（情 報 基 盤 整 備 室）�
　
�
　
広
報
課
（

3F）
�

　
統
計
調
査
課
（

8F）
�

　
　
　
科学技術振興センター�

　
―
―
保
健
環
境
研
究
所
�

　
―
―
生産情報技術研究所�

　
―
―
製
品
技
術
研
究
所
�

　
　
　（

美濃分室）
�

　
　
　（

関分室）
�

　
　
　（

食品加工ハイテクセンター）
�

　
―
―
セラミックス技術研究所�

　
―
―
生
活
技
術
研
究
所
�

　
―
―
農
業
技
術
研
究
所
�

　
―
―
中山間農業技術研究所�

　
　
　（

中津川分室）
�

　
―
―
生物産業技術研究所�

　
―
―
畜
産
研
究
所
�

　
―
―
淡
水
魚
研
究
所
�

　
―
―
森
林
科
学
研
究
所
�

―
企
画
管
理
課
（

5F）
�

　
（
県史編集室）

�
―
財
政
課
（

5F）
�

―
文
書
法
務
室
（

5F）
�

　
人
事
管
理
室
（

5F）
�

　
福
利
厚
生
室
（

5F）
�

―
新
行
政
推
進
室
（

5F）
�

　
中
間
機
構
経
営
指
導
室（

5F）
�

　
税
務
課
（

12F）
�

　
　
県
税
事
務
所（
５
）�

　
　
岐阜　西濃　中濃�

　
　

東濃�
　
　（

恵那出張所）
�

　
　
飛騨�

　
　（

益田出張所）
�

　
　（

自動車税出張所）
�

　
―
自動車税事務所�

―
管
財
課
（

3F）
�

―
情
報
シ
ス
テ
ム
課
（

12F）
�

　
（

電子県庁推進室）
�

―
工
事
検
査
課
（

3F）
�

　
（
建設評価指導室）

�
―
地
方
自
治
大
学
校
�

―
企
画
管
理
課
（

6F）
�

　
―
東
京
事
務
所
�

　
　（

六本木センター）
�

　
　（

農産物情報センター）
�

　
―
大
阪
事
務
所
�

　
　（

農産物情報センター）
�

　
―
名
古
屋
事
務
所
�

　
　（

農産物情報センター）
�

―
地
域
政
策
室
（

6F）
�

　
土
地
対
策
室
（

6F）
�

　
総
合
交
通
室
（

6F）
�

―
国
際
室
（

5F）
�

　
旅
券
セ
ン
タ
ー
�

―
市
町
村
課
（

6F）
�

　
（

振興室）
�

―
県
民
政
策
室
（

8F）
�

　
管
理
室
（

8F）
�

―
県
民
生
活
安
全
室
（

8F）
�

　
　

消費生活センター�
　
　
交通事故相談所（

出張所　恵那　高山）
�

　
県
民
相
談
室
�

　
計
量
検
定
所
（

1F）
�

―
青
少
年
室
（

8F）
�

―
男
女
共
同
参
画
室
（

8F）
�

　
人
権
同
和
対
策
室
（

8F）
�

―
文
化
振
興
室
（

8F）
�

　
教
育
振
興
室
（

8F）
�

―
国
際
ネ
ット
ワ
ー
ク
大
学
構
想
�

　
推
進
室
（

8F）
�

―
事
業
政
策
室
（

9F）
�

　
管
理
室
（

9F）
�

　
南
飛
騨
総
合
健
康
増
進
�

　
セ
ン
タ
ー
整
備
室
（

9F）
�

　
　

南飛騨総合健康増進センター�
　
　
開設準備事務所�

　
世
界
淡
水
魚
園
整
備
室
（

9F）
�

　
平
成
記
念
公
園
整
備
室
（

9F）
�

　
　
平成記念公園建設事務所�

　
県
営
水
道
室
（

9F）
�

　
　
東濃用水道事務所（中津川浄水場）�

　
　
可茂用水道事務所（川合浄水場）�

―
企
画
管
理
課
（

11F）
�

―
福
祉
政
策
課
（

11F）
�

　
　
福
祉
事
務
所（
５
）�

　
　
岐阜地域�

　
　
西濃地域（西濃地域揖斐）�

　
　
中濃地域（中濃地域武儀、郡上）�

　
　
東濃地域（東濃地域土岐）�

　
　
飛騨地域（飛騨地域益田）�

―
高
齢
福
祉
課
（

10F）
�

　
（
介護保険室）

�
　
障
害
福
祉
課
（

10F）
�

　
―

身体障害者更生相談所�
　
―
身体障害者更生指導所�

　
―
知的障害者更生相談所�

　
―
希
望
が
丘
学
園
�

―
児
童
家
庭
課
（

10F）
�

　
　

子ども相談センター（
５
）�

　
　
中央　西濃　中濃　東濃　飛騨�

　
―
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
�

　
　
わ
か
あ
ゆ
学
園
�

　
国
民
健
康
保
険
課
（

10F）
�

―
企
画
管
理
課
（

9F）
�

　
（

県産品振興室）
�

　
　
農林商工事務所（

５
）�

　
　

岐阜地域　西濃地域（西濃地域揖斐）�
　
　
中濃地域（中濃地域武儀、郡上）�

　
　
東濃地域（東濃地域恵那）�

　
　
飛騨地域（飛騨地域益田）�

―
検
査
指
導
課
�

―
農
林
水
産
政
策
室
（

9F）
�

　
農
業
振
興
室
（

9F）
�

―
農
産
振
興
室
（

9F）
�

　
―

農業改良普及センター（
５
）�

　
　
岐阜地域　西濃地域（西濃地域揖斐）�

　
　
中濃地域（中濃地域武儀、郡上）�

　
　
東濃地域（東濃地域土岐）�

　
　
飛騨地域（飛騨地域益田）�

　
―
病
害
虫
防
除
所
�

　
　
（
支所　中濃　東濃　飛騨）

�
　
　
農
業
大
学
校
�

　
普
及
経
営
支
援
室
（

9F）
�

―
園
芸
特
産
振
興
室
（

9F）
�

　
―

花き総合指導センター�
―
畜
産
振
興
室
（

9F）
�

　
―
家畜保健衛生所（

５
）�

　
　

岐阜　西濃　中濃　東濃　飛騨�
―
水
産
振
興
室
（

10F）
�

―
林
業
振
興
室
（

10F）
�

　
　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
�

―
商
工
政
策
室
（

10F）
�

　
管
理
室
（

10F）
�

　
デ
ザ
イ
ン
振
興
室
（

10F）
�

―
交
流
産
業
室
（

10F）
�

　
イベント・コンベンション室（

10F）
�

―
産
業
経
済
室
（

10F）
�

―
商
工
業
室
（

10F）
�

―
経
営
支
援
室
（

10F）
�

―
新
産
業
労
働
政
策
室
（

8F）
�

　
管
理
室
（

8F）
�

　
新
産
業
振
興
室
（

8F）
�

　
企
業
立
地
室
（

8F）
�

―
情
報
産
業
室
（

8F）
�

　
　
情報科学芸術大学院大学�

　
―
国際情報科学芸術アカデミー�

―
労
働
行
政
室
（

8F）
�

　
雇
用
対
策
室
（

8F）
�

　
―
高等技能専門校（

３
）�

　
　

大垣　美濃加茂　高山�

―
企
画
管
理
課
（

7F）
�

　
（

建
設
技
術
室）
�

　
（

基盤情報企画室）
�

―
建
設
政
策
課
（

7F）
�

　
　
建
設
事
務
所（
１１
）�

　
　
岐阜　大垣　揖斐　美濃　八幡�

　
　
可茂　多治見　恵那　萩原�

　
　
高山　古川�

―
公
共
建
築
課
（

12F）
�

　
（

設備管理室）
�

―
用
地
課
（

7F）
�

―
道
路
建
設
課
（

7F）
�

　
　（

高速道路対策室）
�

　
―
東海環状自動車道事務所�

―
道
路
維
持
課
（

7F）
�

―
河
川
課
（

7F）
�

　
　

犀
川
管
理
事
務
所
�

―
水
資
源
課
（

9F）
�

　
　
阿多岐ダム管理事務所�

　
―
長良川上流河川開発工事事務所�

　
―
宮川上流河川開発工事事務所�

―
砂
防
課
（

7F）
�

―
都
市
政
策
課
（

8F）
�

―
都
市
整
備
課
（

8F）
�

　
―
岐阜駅周辺鉄道高架工事事務所�

―
公
園
緑
地
課
（

8F）
�

―
建
築
指
導
課
（

10F）
�

　
―
建
築
事
務
所（
５
）�

　
　

　岐阜　西濃　中濃　東濃　飛騨�
―
住
宅
課
（

8F）
�

―
上
下
水
道
課
（

8F）
�

　
（

公共下水道室）
�

　
―
流域浄水事務所�

―
農
山
村
政
策
課
（

9F）
�

　
　
農山村整備事務所（

５
）�

　
　
岐阜地域�

　
　
西濃地域（西濃地域大垣）�

　
　
中濃地域（中濃地域可茂）�

　
　
東濃地域�

　
　
飛騨地域（飛騨地域萩原）�

―
農
地
整
備
課
（

9F）
�

　
（
管理換地室）

�
　
森
林
課
（

9F）
�

―
治
山
林
道
課
（

9F）
�

　
岐
阜
地
域
振
興
局
�

　
西
濃
地
域
振
興
局
�

　
（
揖斐事務所）

�
　
中
濃
地
域
振
興
局
�

　
（
武儀事務所）

�
　
（
郡上事務所）

�
　
東
濃
地
域
振
興
局
�

　
（
恵那事務所）

�
　
飛
騨
地
域
振
興
局
�

　
（
益田事務所）

�

平
成
１
４
年
度
岐
阜
県
行
政
機
構
図
�

知
事
公
室
�

経
営
管
理
部
�

地
域
県
民
部
�

健
康
福
祉
環
境
部
�

農
林
商
工
部
�

基
盤
整
備
部
�

地
域
振
興
局
（
５
）
�

出
納
事
務
局
�

事
業
経
営
局
長
�

�
事
務
局
�

課
�

室
�

課
内
室
�

現
地
機
関
�

出
張
所
等
�

６
�

１
�

５０
�

５２
�

１９
�

１２１
�

４５
�

新
産
業
労
働
局
長
�

―
環
境
政
策
課
（

10F）
�

　
（
循環社会推進室）

�
―
環
境
保
全
課
（

10F）
�

―
廃
棄
物
対
策
課
（

10F）
�

　
（
不適正処理対策室）

�
―
自
然
環
境
森
林
課
（

10F）
�

環
境
局
長
�

知
　
事
�

副
知
事
�

（
平
成
１
４
年
４
月
１
日
）
�

出
納
管
理
課
（

2F）
�

出
納
長
�

福
祉
局
長
�

―
健
康
政
策
課
（

11F）
�

　
（
県立病院経営室）

�
　
（
岐阜病院整備室）

�
　
―
県
立
病
院（
３
）�

　
　
岐
阜
�

　
　
多
治
見
�

　
　
下
呂
温
泉

―健康医学研究所�
　
　
保
健
所（
７
）�

　
　
岐阜地域（本巣・山県センター）�

　
　

西濃地域（揖斐センター）�
　
　
関　中濃地域（郡上センター）�

　
　
東濃地域　恵那�

　
　
飛騨地域（益田センター）�

―
医
療
整
備
課
（

11F）
�

　
―
県立看護大学�

　
―
衛生専門学校�

　
―
看護専門学校（

３
）�

　
　
大垣　多治見　下呂�

―
保
健
医
療
課
（

12F）
�

　
―
精神保健福祉センター�

―
生
活
衛
生
課
（

12F）
�

　
　（食品安全対策室）�

　
―
食肉衛生検査所�

―
薬
務
課
（

11F）
�

健
康
局
長
�

統
括
広
報
監
�

―
消
防
政
策
室
（

7F）
�

　
　
消
防
学
校
�

　
危
機
管
理
室
（

7F）
�

　
　

広域防災センター�

防
災
監
�

地
域
計
画
局
長
�

県
民
生
活
局
長
�

農
林
水
産
局
長
�

農
山
村
整
備
局
長
�

部（
知事公室を含む。）�

商
工
局
長
�

建
設
管
理
局
長
�

都
市
整
備
局
長
�

※（
   F）

は
階
。
�

�
…『
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
に
ご
協
力
を
』
事
業
者
の
方
は
、
時
間
外
労
働
の
削
減
、
健
康
管
理
に
係
る
措
置
の
徹
底
な
ど
、

　
　
 
過
重
労
働
の
排
除
と
健
康
管
理
対
策
の
強
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。【
岐
阜
労
働
局
】
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県の国際観光振興を思う
～世界最大の観光見本市にて～

岐阜県ベルリン駐在員　横　幕　哲　也

●ベルリン国際見本市で岐阜県をＰＲ
　去る３月１６日から２０日にかけて、世界最大の観光メッセ
「ベルリン国際観光見本市（ITBベルリン）」が開催された。１８１
カ国から９,８７５の出展者（うち４分の３は外国からの出展）が参
加し、５日間で１２万人を超える入場者（うち３割が外国人）を
飲み込みんだこの見本市には、日本からも航空会社、旅行会
社、鉄道会社、自治体など１３の企業・団体が出展し、国際観
光振興会（注１）がオーガナイズした日本ブースにスタンドを構
え、我が国への誘客に努めた（注２）。当事務所でも、多少なりと
も岐阜県の国際観光振興に役立てばと考え、愛知万博協会の
スタンド（注３）にお願いし、県の観光パンフレットを来場者に配
布していただいた。

●岐阜県の観光を商品化　～観光資源活用のために～
　出展者の皆さんと話す機会を得たが、その中で嬉しく感じた
のは、大手ツアーエージェンシーのスタンド責任者が「以前にフ
ランスのツアーエージェンシーから依頼されて企画した長良川
鵜飼・高山・白川郷を中心に回るツアーが、大変好評だった。
岐阜県の観光資源が外国人にとっても魅力的であることは、間
違いない」と語ってくれたことである。しかし一方で、残念ながら
その優れた観光資源が十分に活かされているとは言い難い、
というのが現状である。これは、１９９８年に岐阜県を訪れた外国
人観光客数（５万２千人）が、訪日外国旅行者の１.３％に過ぎ
なかった（注４）ことからも窺える。
　では、岐阜県の観光資源を活用するために行うべきことは何
か。そのキーワードは「商品化」ではないだろうか。今回の ITB
ベルリンを含めて、これまでドイツ国内外で県の観光をPRして
きた経験から実感するのは、パンフレットやグッズを配布するだ
けの従来型の手法では来場者を引き留めることはできない、と
いうことである。彼ら外国人が求める旅行は、申込書にサインす
れば手続は終わり、あとは集合場所に行くだけでいいというもの
だが、どこにもそのような「商品」がないからである。

●「岐阜県旅行商品」で
関心を惹く

　もし、ドイツ人向けに「飛行機
はフランクフルト・名古屋往復
便。名古屋空港から通訳付き
の専用バスで岐阜県の旅に出
発。日本的な温泉旅館に泊
まって郷土料理と日本酒に露
天風呂を堪能。○泊○日の旅
行で○○ユーロ」というような「お値打ち商品」がコース別・日数
別に用意されていれば、その場で商談をまとめることも可能で
あろう。旅行を疑似体験できる映像コンテンツがあれば、さらに
「商品」の吸引力が強まるに違いない。
　つまりは日本の国内パック旅行と同じコンセプトであるが、ド
イツの旅行業者の店頭には、その類の外国旅行商品がずらりと
並んでおり、旅行先から漏れているのは日本だけと言っても過
言ではない程である。そこにこのような「岐阜県旅行商品」が加
われば、ドイツ人の関心を惹くことは間違いないであろう。

●生きた観光情報の提供　～商品化に向けて～
　では、どうすれば「商品化」できるのか。手っ取り早いのは、そ
の道の「プロ」と手を組むこと、即ち大手ツアーエージェンシーと
の共同開発であろう。彼らには、開発した「商品」を外国のツ
アーエージェンシーに売り込むネットワークもある。
　そのためにはまず、通り一遍ではない岐阜県の生の観光情
報を提供する必要がある。プレゼンテーション用の県内旅行を
企画し、主だったツアーエージェンシーを招待するといったこと
も考えてよいのではないだろうか。

●観光大県に向けて、中央会の支援も
　昨年１２月に観光政策審議会が「観光振興は国づくりの柱」
と国土交通大臣に答申したように、他産業への経済波及効果
が非常に大きい観光は、２１世紀の基幹産業と位置づけられて
いる。このようなトレンドの中で、岐阜県が他を凌ぐ「観光大県」
となるためには、従来とは異なる発想で観光振興に取り組まな
ければならず、観光関連業種会員を傘下に擁する中央会にも
力量を発揮していただきたい。今回は、そんな思いから、素人
考えを開陳させていただいた次第である。
注１：日本の国際観光振興を図るために１９６４年に設立された特殊

法人

注２：日本の国際観光の状況は、２０００年の日本人海外旅行者数

１,７８２万人に対し訪日外国人旅行者数４７６万人と、極端な「入

超」状態にある（出典：国際観光振興会）

注３：財団法人２００５年日本国際博覧会協会と中部国際空港㈱の共

同運営スタンド

注４：出典：岐阜県観光レクレーション動態調査、国際観光振興会

日本ブースでの商談の様子
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県内中小企業主要業種の景気動向
（２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

２月景況調査

　

売
上
、
受
注
、
収

益
動
向
は
、
悪
化
が

大
き
か
っ
た
前
月
の

反
動
で
大
き
く
改
善

し
た
も
の
の
、好
転
の

動
き
は
見
ら
れ
な
い
。

　

依
然
と
し
て
需
要

景
況
感
、引
続
き
停
滞

一
部
業
界
で
底
打
ち
気
配

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
二
月
の
特
色
』と『
五
月
ま

で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
二
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
停
滞
②
先
行

き
不
安
感
が
以
前
強
い
③
低
価
格
・
需
要
低

迷
続
く
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト

５４

で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
４

５８

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
年
度
末
の
生
産
調
整
、

公
共
工
事
施
工
の
繁
忙
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
要

因
の
影
響
が
弱
く
、小
幅
な
改
善
と
な
っ
た
。

低
迷
、
低
価
格
化
、
海
外
商
品
と
の
競
合
が
大
き

く
、加
え
て
取
引
先
の
倒
産
等
の
影
響
も
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
中
で
、紙
加
工
、鋳
物
、金
型
か
ら
は

底
打
ち
的
な
気
配
な
ど
へ
の
期
待
感
も
あ
る
。

〔
五
月
ま
で
の
見
通
し
〕
五
月
ま
で
の
景
気
動
向

予
想
は
、Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当
月

５４

実
績
と
同
数
値
で
横
這
い
と
な
っ
て
い
る
。例
年
こ

の
時
期
は
、
プ
ラ
ス
の
季
節
要
因
に
よ
り
総
合
的

に
改
善
予
想
に
な
る
が
、
今
回
は
そ
れ
が
弱
く
、

依
然
、低
調
な
予
想
。

　

売
上
・
収
益
動
向
予
想
も
改
善
が
期
待
で
き

ず
、厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△▲△タ イ ル
→△△△△○窯 業 原 料
→▲△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲▲△石　 　 灰
→△△○○○生　 コ　 ン
－－－－－－砂 利 生 産
→△△○○○砕 石 生 産
→▲△△△△鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→▲▲▲▲▲メ　 ッ　 キ
→▲△▲▲▲県 金 属 工 業 団 地
→△△△△△可 児 工 業 団 地
→△△△△△金　 　 型
→▲△○○○機械工具・工作機械
→△△△△△電 気 機 械 器 具
→▲△△○○輸 送 機 器
→▲△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△△○○各種物産品（ギフト）
→▲△▲▲▲陶　 磁　 器
→△△▲▲▲総 合 卸 売 業
→△△△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→▲△▲△△家 電 機 器 販 売
→△△○○○メ ガ ネ 販 売
→△△△△△中 古 自 動 車 販 売
→△△△△△石 油 製 品 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△○○味 噌 ・ 醤 油
→▲△△▲▲豆 腐 製 造
→▲△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
→▲△▲▲▲菓　 　 子
→△△○○○米　 　 菓
→▲▲△○○酒　 　 造
→△△○○○米　 　 穀
→△△△△△ね　 ん　 糸
→▲△▲△▲織 物 染 色
→▲△△▲△ニ ッ ト 工 業
→▲△▲▲▲毛　 織　 物
→△△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲△▲▲▲ニ ッ ト 雑 貨
→▲△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
－－－－－－婦 人 ・ 子 供 服
→▲△▲▲▲縫　 　 製
→▲△△▲○製　 　 材
→▲△▲▲▲銘　 　 木
→△△△△○集　 成　 材
→△△△△△家 具 （ 美 濃 ）
→△△△○○家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△△東 濃 ひ の き
→△△△○○家　 庭　 紙
→△△△○○特　 殊　 紙
→△▲△△△紙　 加　 工
→△△△○○印　 　 刷
→△△△▲▲プ ラ ス チ ッ ク

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲▲△△△共 同 店 舗
→▲△△○○生 花 販 売
→▲△△△△岐 阜 市 商 店 街
→△△▲△▲大 垣 市 商 店 街
→▲△▲△▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△△△▲恵 那 市 商 店 街
→▲△▲△▲高 山 市 商 店 街
→△△△○○車 体 整 備
→▲△▲▲▲タ イ ヤ 整 備
→▲△▲▲▲長 良 川 畔 旅 館
→△△▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→△○▲△△高 山 旅 館
→▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲△▲△△広 告 美 術
－－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△△映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△△▲○土 木 （ 岐 阜 ）
→△△△○△土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△○○土木・建築（羽島）
→▲△▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
→▲▲▲△△鋼 構 造 物
→△△△△○電 気 工 事
→△△△▲▲管 設 備 工 事
→▲△▲▲△建 築 板 金
→▲▲▲△△建　 　 具
→▲△▲▲▲産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△○○貨 物 運 送 （ 県 域 ）

�
…
４
月
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
化
月
間
」
で
す
。
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東
濃
支
所
に
二
十
四
年
間
務
め
、

業
界
の
皆
様
方
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
渡
辺
瑞
枝
は
、
こ
の
三
月
末

を
も
っ
て
定
年
を
迎
え
、
退
職
い
た

し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

経
済
の
厳
し
い
折
り
、
多
く
の
事

業
所
が
廃
業
さ
れ
た
り
、
リ
ス
ト
ラ

の
名
の
も
と
に
従
業
員
の
解
雇
等
に

よ
り
職
を
失
う
人
も
多
い
昨
今
で
は
、

恵
ま
れ
た
退
職
で
あ
り
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
、
ご
愛
顧
い
た
だ
い
た

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
後
任
と
し
て
四
月
一

日
よ
り
、
板
津
朱
里
（
い
た
づ
あ
か

り
）
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
可

葉
の
活
性
化
が
町
の
課
題
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
百
年
委
員
会
は
、
観
光
客
の

誘
致
活
動
や
新
し
い
観
光
の
可
能
性

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

流
葉
の
自
然
を
生
か
し
、
百
年
を
見

据
え
た
観
光
の
方
向
性
を
見
直
し
た

い
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
富
山
県
な
ど
県
外

三
ヵ
所
の
大
型
ス
ポ
ー
ツ
店
で
、
観

光
客
を
誘
致
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

初
め
て
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
昨
冬
に

は
隣
の
古
川
町
数
河
地
区
の
観
光
協

会
と
ブ
ナ
林
が
美
し
い
流
葉
山
を
歩

　

吉
城
郡
神
岡
町
の
流
葉
地
区
で
民

宿
な
ど
観
光
業
を
営
む
『
流
葉
観
光

開
発
協
同
組
合
』（
霜
出
孝
司
理
事

長
）
は
、
流
葉
地
区
に
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
、
組
合
に
「
百
年
委
員
会
」

を
設
置
し
た
。

　

流
葉
地
区
は
、
ス
キ
ー
場
や
キ
ャ

ン
プ
場
、
温
泉
な
ど
、
天
然
の
観
光

資
源
や
自
然
体
験
施
設
が
そ
ろ
っ
た

神
岡
町
の
観
光
地
域
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
は
観
光
客
の
人
数

が
減
少
傾
向
で
あ
り
、
町
議
会
に
お

い
て
も
「
流
葉
開
発
事
業
緊
急
対
策

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
こ
の
流

　

目
下
、
懸
命
に
、
ひ
た
す
ら
仕
事

を
覚
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
や
が

て
は
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
少
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
す
が
、
長
い
目
で
ご
指
導

い
た
だ
き
、
前
任
者
と
変
わ
ら
ぬ
ご

ひ
い
き
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

　

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
実
行

委
員
会
（
協
同
組
合
土
岐
美

濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー：

白
石
仲

七
理
事
長
）
主
催
の
『
第　
２６

回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
』
が
、

五
月
三
日
か
ら
三
日
間
、
土

岐
市
泉
北
山
町
の
土
岐
美
濃

焼
卸
商
業
団
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

日
本
三
大
陶
器
ま
つ
り
の

一
つ
で
あ
る
こ
の
ま
つ
り
は
、

四
〇
〇
年
の
伝
統
と
、
日
本

一
の
生
産
を
誇
る
地
場
産
業

で
あ
る
美
濃
焼
を
多
く
の
方
々
に
紹

介
宣
伝
し
、美
濃
焼
業
界
の
活
性
化
と

振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

美
濃
焼
を
市
価
の
三
〜
五
割
引
き

で
販
売
す
る
「
陶
器
大
廉
売
市
」
や

「
陶
器
蔵
出
し
市
」、「
美
濃
焼
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」、「
ロ
ク
ロ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

（
体
験
は
無
料
、
焼
成
は
有
料
）、「
陶

芸
材
料
販
売
コ
ー
ナ
ー
」の
ほ
か
、「
ア

メ
細
工
実
演
販
売
」、「
ワ
イ
ワ
イ
キ
リ

ン
広
場
」な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
ま
す
。

　

開
催
時
間
は
、各
日
と
も
午
前
九
時

流
葉
の
百
年
委
員
会

― 
吉
城
郡
神
岡
町 
―

児
市
に
在
住
す
る
新
人
職
員
で
す
が
、

学
生
生
活
で
は
音
楽
（
ピ
ア
ノ
が
得

意
。）
を
志
し
ま
し
た
。

か
ら
午
後
五
時
（
雨
天
決
行
）

で
す
。
な
お
、Ｊ
Ｒ
土
岐
駅
裏

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
無
料
送
迎

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、ぜ
ひ

出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
お
問
合
せ
〉
同
組
合
・
℡

〇
五
七
二
（
五
五
）
一
三
二
二

ま
で
。
ま
た
、
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

U
R
L：
http：

//w
w
w
.chuo

kai

‐ gifu.or.jp/m
inoyaki/

行
く
人
、来
る
人

き
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー
の
可
能
性

を
共
に
考
え
た
。

　

組
合
と
し
て
は
、
流
葉
地
区
住
民

の
「
夢
と
思
い
」
を
ま
と
め
、
こ
れ

か
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
原
点
に

立
ち
返
っ
て
見
出
し
た
い
、
と
い
う

熱
い
決
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

東
濃
支
所
ス
タ
ッ
フ
・
板
津
朱
里
で
す
。

『
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
』P
R
ポ
ス
タ
ー

ゴールデンウィーク

『春の土岐美濃焼まつり』
開催

�
…
決
算
関
係
書
類
、
役
員
変
更
届
書
等
の
所
管
行
政
庁
へ
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く
。
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〈
三
月
中
〉

４
〜
５
日　

第　

回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ

１１

岐
阜（
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
）

５
日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
運
営
小
委
員
会（
岐
阜
合
同
庁

舎
）

７
日　

第
３
回
岐
阜
県
新
首
都
交

通
計
画
研
究
会（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）

８
日　

連
合
岐
阜
・
来
会（
中
央
会

情
報
サ
ロ
ン
）

　

日　

日
本
標
準
産
業
分
類
の
改

１１
訂
に
関
す
る
説
明
会（
中
部
経
済

産
業
局
）

　

日　

平
成
十
三
年
度
中
小
企
業

１３
団
体
情
報
連
絡
員
全
体
会
議（
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

第
６
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

１４

研
修
会（
飛
騨
総
合
庁
舎
）

　

日　

第
２
回
特
定
中
小
企
業
集

２０
積
活
性
化
計
画
検
討
委
員
会（
中

濃
総
合
庁
舎
）

　

日　

外
国
人
研
修
生
・
実
習
生
失

２２
踪
防
止
対
策
検
討
会
議（
県
庁
大

会
議
室
）

　
　

中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
等

研
修
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

関
金
属
工
業
�
創
立　

周

２３

５０

年
記
念
祝
賀
会（
関
観
光
ホ
テ

ル
）

　

日　

�
県
情
報
産
業
協
会
役
員

２６
会
・
第
２
回
通
常
総
会
・
研
修
会

　

日　

第
９
回
新
酒
鑑
評
会（
長
良

２８
川
ホ
テ
ル
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

ズ
岐
阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
研
修
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　
　

第
３
回
岐
阜
地
方
労
働
審
議

会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

公
正
採
用
選
考
に
か
か
る

１５
人
権
啓
発
研
修
会（
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

中
小
企
業
組
合
関
係
税
制

１８
等
研
修
会（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃

１９
棄
物
対
策
連
絡
会
議（
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　
　

中
小
企
業
組
合
関
係
税
制
等

　

中
国
江
西
省
で
は
、
日
中
国
交
回

復　

周
年
を
記
念
し
て
、「
中
小
企
業

３０
対
外
経
済
貿
易
商
談
会
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

江
西
省
の
豊
富
な
資
源
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
発
の
メ
リ
ッ
ト
を
展
示

し
、
投
資
優
遇
政
策
を
紹
介
し
、
江

西
省
と
日
本
の
中
小
企
業
の
経
済
貿

易
分
野
に
お
け
る
情
報
交
流
を
強
め
、

双
方
の
協
力
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

県
内
組
合
・
企
業
等
の
参
加
を
募

集
し
ま
す
。（
特
に
、
漢
方
薬
、
健
康

食
品
関
連
業
種
）

　
【
開
催
日
】
平
成
十
四
年
七
月
下
旬

（
予
定
）

　
【
開
催
地
】
中
国
江
西
省　

※
詳
細

は
、
決
ま
り
次
第
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　

中
央
会
の
『
第　

回
通
常
総
会
』

47

を
5
月　

日
�
、
午
後
一
時
三
十
分

27

か
ら
三
時
三
十
分
の
予
定
で
、
大
垣

市
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
一
階

「
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
致

し
ま
す
。
今
回
の
総
会
は
役
員
改
選

期
に
あ
た
り
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
多
忙
の
折
、
恐
縮
で
す
が
、
日
程

等
を
調
整
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
と

も
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
【
お
問
合
せ
】
岐
阜
県
中
央
会
・
組

織
指
導
チ
ー
ム
℡
〇
五
八
（
二
七
七
）

一
一
〇
二
ま
で
。

５
月　

日　

に
開
催
予
定

２７

（月）今
回
は
役
員
改
選
期

中 央 会
通常総会経

営
支
援
課
か
ら
産
業
経
済
室
へ

県
の
組
織
改
正
と
人
事
異
動

　

中
央
会
の
所
管
課
で
あ
る
岐
阜
県

農
林
商
工
部
商
工
局
の
経
営
支
援
課

が
、
県
の
組
織
変
更
に
よ
り
新
年
度

か
ら
農
林
商
工
部
商
工
局
『
産
業
経

済
室 
団
体
支
援
グ
ル
ー
プ
』
に
変
わ

り
ま
し
た
の
で
、
室
長
以
下
の
担
当

者
及
び
異
動
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

【
産
業
経
済
室
団
体
支
援
グ
ル
ー
プ
】

　

▽
高
橋
一
吉
室
長
（
知
事
公
室
総

合
政
策
課
管
理
監
よ
り
）
▽
伊
藤
修

課
長
補
佐
兼
団
体
支
援
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
（
岐
阜
地
域
農
林
商
工
事

務
所
課
長
補
佐
兼
産
業
労
働
課
産
業

労
働
係
長
よ
り
）
▽
大
橋
富
夫
主
査

（
農
林
商
工
部
経
営
支
援
課
主
査
）

▽
板
津
浩
司
主
任
（
東
京
事
務
所
主

任
＝
経
済
産
業
省
派
遣
よ
り
）
▽
山

本
裕
美
主
任
（
農
林
商
工
部
経
営
支

援
課
主
事
）
▽
垣
本
文
一
主
事
（
農

林
商
工
部
商
工
政
策
課
よ
り
）

【
前
任
（
経
営
支
援
課
）】

　

▽
高
木
巧
課
長
（
知
事
公
室
参
事

＝
県
広
報
セ
ン
タ
ー
派
遣
へ
）
▽
柴

田
英
文
課
長
補
佐
兼
組
合
指
導
係
長

（
農
林
商
工
部
管
理
室
課
長
補
佐
＝

新
産
業
労
働
へ
）
▽
吉
田
千
明
主
査

（
農
林
商
工
部
労
働
行
政
室
主
査

へ
）

中
央
会
事
務
局

人
事
異
動

　

中
央
会
は
、
東
濃
支
所
の
渡
辺
瑞

枝
ス
タ
ッ
フ
が
三
月
三
十
一
日
付
け

で
定
年
退
職
し
た
の
を
受
け
、
四
月

一
日
付
け
で
次
の
者
を
採
用
し
た
。

　

▽
板
津
朱
里
＝
東
濃
支
所
ス
タ
ッ

フ

�
…『
労
災
隠
し
は
犯
罪
で
す
』　

労
災
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、所
管
の
労
働
基
準
監
督
署
に「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」の
提
出
が
必
要
で
す
。【
厚
生
労
働
省
】

『
中
小
企
業
貿
易
商
談
会
』ご
案
内

日
中
企
業
の
協
力
促
進
図
る

中 国
江 西 省


